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【１学年「かぼちゃのつる」】 【２学年「ひろい せかいの たくさんの 人たちと」】 【３学年「見えないってどういうこと」】 
 

 
 
 
 
 

 
 

【４学年「米米クラブ】            【５学年「チャレンジ運動」】      【６学年「村人さえ無事ならば」】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【集中日本語教室「虹のかけはし」】  【低学年の部：助言者のご指導】  【高学年の部：助言者のご指導】 
１１月１日（水）の午後、第一中学校ブロック教職員人権同和教育研修会が本校で行われま
した。１年生から６年生まで全学年１学級ずつ６学級と集中日本語指導教室「虹のかけはし」の
全７学級の人権同和教育の授業を公開し、第一中学校ブロックより参集した幼・保・小・中・養・
高の先生方に参観していただきました。本校は【人権教育研究部会の研究テーマ】として、「個
が尊重され，互いに思い合う関係づくり～相手のおもいを聴く子どもの育成～」を設定して、授
業づくりをしてきました。 
また、人権教育を推進していく上で、「直接的指導」が重要であることは明白でありますが，本
校では「直接的指導」の土台となる「間接的指導」や「日常指導」の充実を図ることで「直接的
指導」が生きてくると考えて教育活動を推進しております。そのため，「間接的指導」では，日々
の授業においても教科のめあてとともに，人権的な視点をもちながら授業実践に臨むよう職員
間で共通認識を行っているところです。１１月１６日（木）の人権同和教育参観日においても、そ

の一端をご覧いただけたらと思っております。 
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今年度３回目となる全校児童が体育館に参集しての「校長の大きなつぶやき対話集会」(校長

講話)。今回のつぶやきの内容は、以下の３つ。 

今日のつぶやき 「あいさつの扉」 
１ あいさつの意味  「相手に近づき、心をひらくこと」 
２ あいさつの見える化  ～キャッチボール～ を通して 
３ 相手に伝わるあいさつ  「なかよし月間に向けて」 
今回は、4 月からずっと話したかった「挨拶」について

の話です。特に力を入れたのが「２ あいさつの見える
化」です。挨拶も聴覚的なものではなく、視覚化したかっ
たので、なかよし委員の皆さんに協力してもらいながら、ボールを使いながら、普通の挨拶・声の小
さな挨拶・反応が返ってこない様子・声が大きすぎる挨拶等４つのパターンを行い、2 人でのキャッ
チボールでその様子を表してみました。なかよし委員の皆さんがとてもいい動きをしてくれたので、
全校の児童も大変よく分かったようで、変化にも気づいてくれたようです。授業でも「視覚化」が叫

ばれていますが、話すだけでなく、ひと手間かけるとわかる場合が多々あると思います。 


